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あたたかく
ささえあって
くらせる
ちいきをめざして

FUKUSHI ASAKUCHI

福祉あさくち

ももの花咲く里



福祉あさくち 第54号　2020年5月 02

新型コロナウイルス

  
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
は

　

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
は
、
き
わ
め

て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
病
気
で
す
。
今
回
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、現
在
の
と
こ
ろ
、

ワ
ク
チ
ン
や
特
効
薬
が
な
い
こ
と
が
最
大

の
問
題
点
で
す
。
こ
の
病
気
は
飛
沫
感
染

に
よ
り
伝
染
し
ま
す
。
会
話
中
の
唾
液
は

１
〜
２
ｍ
飛
ぶ
と
い
わ
れ
て
お
り
、
手
や

机
に
付
着
し
て
約
42
〜
72
時
間
は
生
き
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
接
触
感
染
に

も
配
慮
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

  

不
要
不
急
の
外
出
は
避
け
る

　
「
手
洗
い
」
が
何
よ
り
の
予
防
と
な
り

ま
す
。
通
常
の
石
鹸
で
よ
い
の
で
流
水

で
隅
々
ま
で
し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ
う
。

不
特
定
の
人
が
触
る
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
は
、

台
所
用
の
ハ
イ
タ
ー
で
ふ
い
て
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。
人
ご
み
を
避
け
て
、「
密
閉
」

「
密
集
」「
密
接
」
の
３
密
を
避
け
ま
し
ょ

う
。
３
つ
の
条
件
が
揃
う
と
こ
ろ
が
危
険

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
を
避

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
病
院
や
施
設
へ
の
お
見
舞
い
は

自
粛
し
ま
し
ょ
う
。

  

規
則
正
し
い
生
活
を

　

病
気
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
免
疫
力

を
高
め
る
こ
と
で
す
。
し
っ
か
り
と
睡
眠

時
間
を
と
り
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
事
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
も

う
ひ
と
つ
は
適
度
な
運
動
で
す
。
外
出
の

機
会
が
制
限
さ
れ
、
運
動
不
足
に
な
る
こ

と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
時
に
中
高
年
の
方

は
、
散
歩
な
ど
適
度
な
運
動
を
行
な
い
ま

し
ょ
う
。

  

ま
ず
主
治
医
に
電
話
で
相
談
を

　

37
度
５
分
の
発
熱
が
４
日
（
高
齢
者
は

２
日
）
以
上
つ
づ
き
、
強
い
だ
る
さ
や
息

苦
し
さ
が
あ
る
場
合
に
は
感
染
を
疑
い
ま

す
。
今
回
は
味
覚
・
嗅
覚
障
が
い
な
ど
も

特
徴
の
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
が

あ
る
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
病
院
に
行
か
ず

に
、
か
か
り
つ
け
医
の
先
生
に
電
話
で
相

談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
か
か
り

つ
け
医
の
判
断
で
専
門
機
関
等
を
受
診
す

る
こ
と
が
肝
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
を
防
ぐ

た
め
に
、こ
の
病
気
を
正
し
く
理
解
し
て
、

デ
マ
や
流
言
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
一
人
ひ
と
り
が
自

分
自
身
や
自
分
の
大
切
な
人
を
守
る
た
め

の
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
を
防
ぐ
た
め
に

「
３
密
」を
避
け
て
、規
則
正
し
い
生
活
を

密集
！

密接

密閉

浅
口
医
師
会

会
長  

福
嶋 

啓
祐 

先
生

緊 急 寄 稿緊 急 寄 稿
（4月3日取材）

家ですごそう
− stay home−



福祉あさくち 第54号　2020年5月03

新型コロナウイルス

※このマスクで使用して
いるのはただの布なの
で、ウイルスに効果な
どあるものではありま
せん。咳エチケットと
してお使いください。

❶ハンカチを内側に折る

中
心

❷さらに半分に折る

❸輪にしたゴムを
　両側から通す

❹両側から中心に
　向けて折る

❺完成
　 （折りたたんだ面を内側にして使う）

新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により収入の減少があり、
緊急かつ一時的な生計維持のための貸付を必要とする世帯。（緊急小口資金）
※ 提出書類、貸付額、償還期間等　浅口市社会福祉協議会までお尋ねください
 TEL４４－７７４４

申請は 7 月末までに

都道府県社会福祉協議会では、低所得者に対して生活費等の必要な資金の貸付を行なう「生活福祉
資金貸付制度」を実施しています。このたびの新型コロナウイルスの影響をふまえ、貸付対象世帯を
拡大して、休業や失業で生活資金にお困りの方に向けた緊急小口資金の特例貸付を実施します。

独居老人の会「むつみ会」「ひまわり会」へ
新型コロナウイルスの影響を受けて、外出の機
会がなくなった高齢者のため、浅口市社会福
祉協議会では頭の体操となるクイズや軽体操
のプリント「社協だより・別刷」を届けています。

貸付手続きの流れ

一時的な資金の緊急貸付について

「脳トレ」プリント配布
切らない

縫わない

対象者

新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業で生活資金にお悩みの方へ

お悩みの方

窓口
送付

実施主体

都道府県
社会福祉協議会

市区町村
社会福祉協議会

審査・貸付決定・送金

償還

申込み

相談支援

たたむだけ！ 手作りマスク



福祉あさくち 第54号　2020年5月 04

福祉委員 委嘱

金
　
光

	

上
　
竹	

瀬
良　

邦
子

	
	

尾
崎　

慧
子

	
	

東
條
美
恵
子

	
	

岡
本
美
知
子

	

下
　
竹	

原
田　

隆
志

	
	

杉
井
美
知
子

	
	

末
吉　

絹
子

	
	

大
西
美
智
子

	
	

鍋
谷
万
里
子

	
	

坂
口
榮
代
美

	
	

中
杉　

幸
代

	
	

佐
藤　

真
弓

	

八
　
重	

大
橋　

恵
子

	
	

平
井
美
保
子

	
	

田
王　

民
枝

	
	

森
山　

妙
子

	

道
　
木	

白
神
シ
ゲ
子

	
	

藤
井　

直
子

	
	

鍋
谷　

鈴
江

	
	

喜
多
村
貴
久
子

	
	

吉
田　

淑
子

	

福
永
宮
東	

北
川　

恵
子

	
	

宮
本　
　

泉

	
	

木
川　

佳
子

	
	

亀
川　

恵
子

	

駅
胡
麻
屋	

岡
田　

清
子

	
	

中
務　

豊
子

	
	

中
務　
　

栄

	
	

中
務　

ア
キ

	
	

中
務　

祝
子

	
	

川
上　

敬
子

	

占
　
見	

長
谷
川
智
恵
子

	
	

佐
藤　

正
人

	
	

大
橋　

浩
治

	
	

毛
利　

敏
夫

	
	

能
勢
美
佐
子

	
	

大
橋
ひ
と
み

	
	

逸
見　

幹
夫

	
	

香
取　

良
勝

	
	

中
西　

佳
子

	
	

吉
野　

達
雄

	

地
頭
下	

塚
村
久
美
子

	
	

岡
本　

辰
美

	
	

唐
井　

清
美

	
	

福
島　

寿
子

	

佐
　
方	

山
下　

元
子

	
	

山
下
デ
イ
シ
ー

	
	

秋
田
ナ
ツ
エ

	
	

吉
川　

茂
子

	
	

吉
田　

洋
子

	
	

真
田　

哲
生

	
	

井
上　

百
子

	
	

大
友　

健
次

	
	

平
田　

千
草

	
	

佐
藤　

悦
子

	
	

谷
口
由
美
子

	
	

桑
野　

浪
江

	
	

姫
井　

怜
二

	
	

菰
口　

正
子

	

須
　
恵	

古
川　

啓
三

	
	

片
岡　
　

徹

	
	

三
上　

峰
子

	
	

青
木　

弘
行

	
	

川
上　

栄
子

	
	

石
井　

美
子

	
	

定
金　

恵
子

	

大
谷
西	

安
部
は
る
美

	
	

大
庭　

功
子

	
	

大
橋
ヒ
ロ
子

	
	

古
川　

光
子

	
	

栗
尾　

涼
子

	
	

兼
光
保
志
美

	

大
谷
東	

遠
藤　

京
子

	
	

岡
本　

幸
子

	
	

久
保
田
陽
子

	
	

清
水　

節
子

	
	

渡
辺　

幸
代

鴨
　
方

	

鴨
　
方	

河
守
冨
士
子

	
	

亀
川　

紀
恵

	
	

佐
藤　

敬
子

	
	

高
山　

睦
子

	
	

藤
原　

憲
正

	
	

川
崎　

英
俊

	
	

春
田　

健
志

	
	

徳
永　

京
子

	
	

石
井　

憲
治

	
	

亀
山
ゆ
か
り

	
	

明
石　

章
弘

	
	

鶴
井　

祥
広

	
	

横
山　

芳
枝

	
	

逸
見　

弘
子

	

益
坂
・
地
頭
上	

大
塚　

英
雄

	
	

安
田　

静
子

	
	

田
村　

敬
子

	
	

田
村　

増
江

	
	

田
辺　

房
代

	
	

勝
田　

京
子

	
	

柚
木
美
奈
子

	
	

柚
木　
　

勝

	
	

辻　
　

典
子

	

本
　
庄	

浦
上
と
し
子

	
	

奥
嶋　

義
将

	
	

田
淵
加
代
子

	
	

山
本　

ま
り

	
	

杉
本　

紀
佐

	
	

垣
内　

誠
治

	
	

羽
川　

純
一

	

小
坂
東	

亀
岡　

照
子

	
	

円
尾　

純
也

福祉委員の主な業務 福
祉
委
員

浅口市社協

地域の福祉のパートナー

福祉委員258人を委嘱

・ 独居高齢者等の見守り声掛け
・ 掲示板へ情報誌の掲示
・ 「ふれあいサロン」「いのちのバトン」への協力
・ 民生委員等との連携



福祉あさくち 第54号　2020年5月05

福祉委員 委嘱

	
	

石
川
美
知
子

	
	

山
本
美
佐
子

	
	

大
塚　

菊
枝

	
	

横
山　

愛
子

	
	

豊
岡　

洋
子

	
	

林　
　

保
恵

	
	

河
田　

美
保

	
	

原　
　

修
一

	
	

福
田　

久
美

	

小
坂
西	

田
中
む
つ
子

	
	

義
根　

洋
子

	
	

小
野　

敏
子

	
	

岡
田　
　

洋

	
	

横
山　
　

博

	
	

石
井　

新
市

	
	

田
中　

美
子

	
	

横
山
久
留
美

	

深
　
田	

邉
見　

珠
江

	
	

石
井　

初
恵

	
	

石
井　

光
子

	
	

馬
栄　

順
子

	
	

畝
山　
　

博

	
	

吉
川　

弘
枝

	
	

平
井　

信
義

	
	

佐
藤　
　

均

	
	

藤
森
か
お
り

	
	

瀬
尾　

公
一

	

六
条
院
西	

小
山　

啓
子

	
	

橋
口　

純
子

	
	

山
下　

秀
子

	
	

高
田　

実
則

	
	

吉
原　

律
子

	
	

岡
田　

洋
子

	
	

小
林　

龍
一

	
	

猪
原　

隆
雄

	
	

土
屋　

知
俊

	
	

佐
藤　
　

正

	
	

加
藤　

清
美

	

六
条
院
中
・
西
部	

小
崎　

順
子

	
	

平
野　
　

稔

	
	

山
本
し
ず
か

	
	

高
田　

滋
子

	
	

原
田　

光
明

	
	

花
田　

信
江

	
	

中
野　

富
雄

	
	

小
合　
　

隆

	
	

山
下　

幸
子

	
	

岡
田
佐
代
子

	
	

山
下　

典
子

	
	

山
下　

正
昭

	
	

西
垣　

悦
子

	
	
川
上　

恵
子

	
	

山
部　

浩
子

	
	

梶
原　

恭
成

	

六
条
院
中
・
東
部	

山
ノ
内
直
人

　

	
	

柚
木　

英
子

	
	

丸
本　

信
子

	
	

中
務　

桂
子

	
	

亀
高　

惠
子

	
	

小
林
富
裕
子

	
	

松
原　

和
子

	
	

瀬
良
田
淑
江

	
	

中
務　

紀
子

	
	

斉
藤
奈
津
恵

	

四
条
原	

阿
藤　

恭
子

	
	

渡
邊　
　

緑

	
	

水
川　

敏
弘

	
	

遠
藤
美
智
子

	
	

永
広　

佑
次

	
	

小
矢
野
美
智
子

	
	

森
藤　

直
美

	

六
条
院
東	

物
部
美
津
子

	
	

姫
井　

寿
子

	
	

斉
藤　

喜
恵

	
	

今
村　

安
美

	
	

吉
波　

浩
子

	
	

長
谷
川
和
恵

	
	

岡
田　

由
江

	
	

三
宅　

朋
子

	
	

仁
尾　

芳
夫

	

駅
　
団	

児
玉　

京
子

	
	

鴨
狩　

和
子

	
	

行
安　

純
子

	

み
ど
り
ヶ
丘	

畠
中
セ
ツ
子

	
	

山
路
シ
ゲ
ミ

	
	

陰
迫　

良
子

	
	

淺
野　

道
雄

	
	

村
上　

信
子

	
	

新
塘
多
美
子

	
	

古
賀
八
重
子

	
	

永
山　

和
則

	
	

濱
田　

一
明

	
	

綱
島　

祥
子

	
	

船
工　

慶
子

	
	

田
中　

瑞
江

	

鳩
ヶ
丘	
横
溝
カ
ヨ
コ

	
	

秋
田　

文
子

	
	

山
下　

俊
枝

	
	

竹
之
内
敬
子

寄
　
島

	

東
安
倉	

岡
田　

康
江

	
	

岡
田　

克
子

	
	

道
広
知
代
美

	
	

遠
藤　

泰
子

	
	

笠
原　

洋
子

	
	

道
広　

道
子

	

中
安
倉	

岡
辺　

邦
子

	
	

岡
辺　

由
子

	
	

坪
井　

由
美

	
	

柿
原　

博
子

	
	

井
上　

恵
子

	

西
安
倉	

三
宅　

和
子

	
	

三
宅　

佳
子

	
	

高
渕　

朋
子

	
	

小
笠
原
好
恵

	

国
　
頭	

三
宅　

一
文

	
	

中
浜　

秀
子

	
	

三
宅
喜
久
子

	
	

中
浜　
　

操

	

早
　
崎	

頃
末　
　

昭

	
	

小
川　

眞
広

	
	

浅
野
い
く
子

	
	

横
山　

正
美

	
	

小
田
上　

剛

	

宮
　
通	

頃
末　

稔
子

	
	

竹
正　

千
春

	

山
　
根	

仁
科　

成
計

	

福
　
井	

岡
城　

計
子

	

尾
　
焼	

坂
本
扶
佐
美

	
	

山
室
有
美
子

	

大
　
浦	

松
田　

文
子

	
	

藤
井　

幸
子

	
	

大
室　

清
子

	

片
　
本	

大
島　

清
光

	
	

大
嶋　
　

泉

	
	

若
狭　

康
江

	
	

大
室　
　

操

	

鏡	

原
田　

幸
正

	
	

片
岡
な
を
ゑ

	

青
　
佐	

藤
井　

保
江

	
	

大
島　

清
美

	
	

畑　
　

利
子

	

中
新
開	

小
笠
原
清
美

	
	

高
渕　

佑
美

	

三
　
郎	

中
浜　

光
江

	

新
　
開	

原
田　

尚
也

	

柴
　
木	

高
田　

敏
子

	
	

下
原　

甚
祐

	
	

斉
藤　

明
美

	
	

道
広　

洋
子



福祉あさくち 第54号　2020年5月 06

浅口市社協のしごと　事業方針

　
○
印
は
新
規
事
業

　
※
印
は
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
重
点
事
業

①
事
業
内
容
の
周
知
（
情
報
発
信
）

・	

広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
事
業

説
明
及
び
啓
発

・
地
域
福
祉
座
談
会
の
開
催

・
各
種
福
祉
団
体
と
の
意
見
交
換

②
組
織
基
盤
の
強
化

※
地
区
社
協
の
設
置
促
進
及
び
運
営
支
援

・
福
祉
委
員
活
動
の
活
性
化

・
住
民
会
員
制
度
の
促
進
と
自
主
財
源
確

保
の
模
索

・
法
令
順
守
に
基
づ
く
事
業
運
営

③
小
地
域
福
祉
活
動

※	

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
設
置
促
進
と
活
動

支
援

※
地
域
見
守
り
・
声
か
け
活
動
の
充
実

（
バ
ー
ス
デ
イ
訪
問
等
）

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

○	

地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
の
た
め
の
地

域
資
源
・
ニ
ー
ズ
の
把
握

④
権
利
擁
護
事
業
の
推
進

※	

総
合
的
な
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
の

整
備

○	

利
用
者
本
人
の
意
思
決
定
の
支
援
と
尊
重

・
権
利
擁
護
推
進
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進

と
円
滑
な
事
業
推
進

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
利
用
促
進

⑤
高
齢
者
福
祉

・	

み
ん
な
で
支
え
合
い
生
活
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
事
業
の
推
進

・
独
居
高
齢
者
等
の
緊
急
時
対
応
支
援

（
い
の
ち
の
バ
ト
ン
）

・
認
知
症
高
齢
者
の
地
域
生
活
支
援

⑥
児
童
福
祉
事
業
の
実
施

※
子
育
て
支
援
事
業
の
拡
充
・
連
携

・
子
育
て
サ
ロ
ン
の
活
動
支
援

・
お
も
ち
ゃ
病
院
の
運
営

・	

児
童
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
と
福

祉
の
心
の
醸
成

⑦
障
が
い
者
（
児
）
福
祉

・	

当
事
者
団
体
の
活
動
助
成

・
施
設
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

・
障
が
い
者
サ
ロ
ン
の
開
催

⑧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
推
進

※	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
の
活
性
化

・
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
と
の
協
働

・	

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
と

養
成
事
業
の
実
施

⑨
生
活
困
窮
者
対
策

・
総
合
支
援
資
金
事
業
の
円
滑
な
運
営
と

福
祉
事
務
所
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連

携
強
化

・
緊
急
小
口
資
金
・
高
額
療
養
費
・
高
額

介
護
療
養
費
等
の
貸
付
事
業
の
運
営

・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
機
能
を
発
揮
し
た
相

談
・
支
援
機
能
の
強
化

⑩
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

・	

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
と
登
録
の

拡
大

・	

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
キ
ル
向
上
の

研
修
実
施

⑪�

市
内
の
社
会
福
祉
法
人
（「
か
け
は

し
」）に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
の
実
施

○	

市
内
８
法
人
の
連
携
と
情
報
発
信

・	

フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
に
よ
る
制
度
の
は
ざ

ま
へ
の
支
援

⑫
関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
働

・	

行
政
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と

の
連
携
強
化

・	

民
生
児
童
委
員
・
栄
養
改
善
委
員
・
婦

人
会
等
と
の
連
携
強
化

・	

学
校
・
愛
育
委
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携

に
よ
る
児
童
の
健
全
育
成

・	

老
人
ク
ラ
ブ
・
遺
族
会
の
事
務
局
業
務

と
連
携
強
化

浅口市社協のしごと令 和
2年度

 あたたかく
 ささえあって
 くらせる
 ちいきをめざして

車いす体験学習の様子
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浅口市社協のしごと　予算

・	

介
護
者
の
会
・
独
居
高
齢
者
の
会
等
の

当
事
者
組
織
の
活
動
支
援

・	
医
療
・
保
健
・
福
祉
関
係
機
関
・
団
体

等
と
の
連
携
強
化

⑬
在
宅
介
護
支
援
事
業
の
円
滑
な
運
営

・	

介
護
保
険
法
・
障
害
者
総
合
支
援
法
等

の
法
令
を
順
守
し
た
事
業
展
開

・	

利
用
促
進
等
に
よ
る
事
業
基
盤
の
強
化

・
特
定
の
事
業
者
に
偏
ら
な
い
公
正
中
立

な
事
業
運
営

・
職
員
の
確
保
と
資
質
向
上
の
た
め
の
各

種
研
修
の
実
施

⑭
そ
の
他

・
車
椅
子
・
福
祉
車
両
等
、
福
祉
備
品
の

地
域
へ
の
貸
出
事
業

・
共
同
募
金
会
浅
口
市
委
員
会
と
し
て
の

事
業
の
推
進

・
日
本
赤
十
字
社
浅
口
市
地
区
と
し
て
の

事
業
の
推
進

受取利息 1,557

障がい者福祉サービス
5,060

市受託金
9,410

県社協補助金・受託金
1,388

市補助金
63,635

法人運営
37,787

地域福祉活動費
43,326介護保険収入

111,646

障がい者福祉
サービス収入
5,060

雑収入 100
負担金収入 8,217
施設整備等補助金
1,000

社協会費 9,300
寄附金 4,000

共同募金配分金 5,550
貸付事業償還金 4,100

後見事業・食事サービス利用料等
6,894

権利擁護事業 9,603

生活支援体制整備事業 3,001

居宅介護支援事業
（ケアマネージャー）
16,541

訪問介護事業
（ホームヘルパー）
22,263

通所介護事業
（デイサービス）

73,904

共同募金事業 2,846

ボランティア事業 2,673

貸付事業 4,100

生活福祉資金事業 251

ふれあいまちづくり事業
6,415

食事サービス事業 2,656

みんなで支え合い事業
1,431

収入（千円） 支出（千円）
社 協 会 費
寄 附 金 13,300 人 件 費 74,812

市 県 補 助 金・
受 託 金 74,433 事 業 費 14,755

共 同 募 金
配 分 金 5,550 事 務 費 9,392

貸 付 事 業
償 還 金 4,100 貸 付 金 4,100

事 業 収 入 6,894 助 成 金 10,800

負 担 金 収 入 8,217 分 担 金 230

・ 受 取 利 息
・その他収入 1,595

計 114,089 計 114,089

地域福祉推進（共募、受託含む）事業収支予算

収入（千円） 支出（千円）

デイサービス
事 業 65,690 人 件 費 98,539

ホームヘルパー
事 業 25,727 事 業 費 6,619

ケアマネージャー
事 業 20,291 事 務 費 12,610

障がい者福祉
サービス事業 5,060 予 備 費 0

施 設 整 備 等
補 助 金 収 入 1,000

計 117,768 計 117,768

介護保険、障がい者福祉サービス事業収支予算

収 入（総額 231,857 千円） 支 出（総額 231,857 千円）

予　算
カニ丸の家
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地区社協訪問

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

家族葬ホール

いつでもお電話ください。

☎（0865）42-9033（24Ｈ）

浅口市金光町占見147-1　☎（0865）42-9033

家  族  葬 ／ １日１組限定

わたる岡山 検索検索

悲しいけれど
悲しいだけじゃないお別れ

主  な  年  間  行  事

通年 ふれあいサロン
 グラウンドゴルフ
 お元気体操
 ふれあいクリー ン作戦
 パソコン研修会
5月 ふれあいグラウンドゴルフ
7月 ふれあいラジオ体操
8月 防災教育炊き出し訓練
9月 敬老会
10月 避難・炊き出し訓練
12月 ３世代交流炊き出し
　　　　　　　餅つき大会

高齢者が元気で楽しく暮ら
してゆけるよう、地域でグラ
ウンドゴルフやお元気体操
を行なっています。是非、継
続したいと思っています。

声

子
ど
も
会
、老
人
ク
ラ
ブ
、サ
ロ
ン
会
…

み
ん
な
で
作
る
共
助
の
団
地
へ

地区社協訪問 9地区社協訪問

駅前団地西
地区社協

元気で楽しく
暮らしつづけるために

　駅前団地西地区には128世帯307人が住んでいますが、高齢者が増加し高齢団地
となりつつあります。町内会組織に地区社協と防災会を組み入れ、独立協働組織と
して老人会、サロンの会、子供会、民生委員等がそれぞれの役割を行います。
　地区社協では防災活動に力を入れています。避難訓練では、防災会とともに企画
立案して実施します。老人クラブは交通整理、サロン会は炊出し、子ども会は子ども
たちの避難指導など各団体で分担して、団地を挙げて共助の体制を取ります。
　平時にはそれぞれの組織が知恵を出し合いいきいきと自由に活動し、有事には合
体し、町内会全員の命を守る組織としています。

▲▲団地をあげて行われた防災（避難）訓練の様子

黒木 勉さん
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ほっと・ネット通信

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

より良いお墓の祀り方を御提案いたします。

何でもご相談ください。何でもご相談ください。

http://ww3.tiki.ne.jp/̃syugo/など

YAMASHITA"STONE" FACTORY

墓地・墓石

墓守サービス

お墓の修理

お墓の引越

墓じまい

　視覚障がいや発達障がいなどのある人が、読書しやすくなる環境を整える「読書バリアフリー法」

が昨年 6月に成立しました。この法律には、地域の図書館に「読書」に困難がある障がいのある人が

利用しやすい資料、たとえば点字図書や拡大図書、録音図書、電子データなどを充実させることや、

そうした資料の作成の支援、図書データのダウンロードなどが盛り込まれています。

点字図書 活字図書を点字（凸のある文字）に変換した図書（または点訳図書）

録音図書 活字図書を音声により読み上げた図書（またはデイジー図書）

拡大図書 活字図書の文字や図を拡大し、見やすく整えて製版した図書

電子書籍 活字図書をデータ化した書籍（インターネット上で購入した書籍）

　これまで、視覚障がい者のためには点字図書や録音図書の充実が図られてきたものの、利用でき

るのは視覚障がいのある人にほぼ限定されていました。法の成立を受けて、視覚障がい以外の人に

も読書バリアフリーを拡げていくことに期待がされています。しかしながら、図書を音声化して利用

することがさらに進むには、多くの課題もあり普及にはしばらく時間が掛かることは否めません。

　浅口市では、ボランティアグループ「浅口はるか会」が、「広報あさくち」「議会だより」「福祉あさくち」

を音声訳し、視覚障がいのある人へ毎月CDをお届けする活動を20年以上続けています。この音声訳

は誰でも浅口市のホームページで声の「広報あさくち」を聞くこともできます。この活動は、昭和63年

から活動を始め、現在は30名の会員が在籍しています。音訳ボランティア活動にご興味のある方は、

浅口市社会福祉協議会ボランティアセンター（☎44-7744）までお問い合わせください。

　読書は、何を、どういうペースで読みたいかは、ご自分自身が主体的に関われる余暇活動です。活

字が読めないから、ページがめくれないからと読書を諦めるのではなく、読書ができる環境を整える

ことで、人生を前向きにしたり、生きるためのヒントが隠されています。誰もが自由に読書できること、

それはご自分の人生をどう位置づけるかに大きく影響していくことではないでしょうか。

誰もが読書できる自由を

あさくち権利擁護推進センターだより

ほっと・ネット通信
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みんなでささえあいサポーター

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

TEL.086-522-5291
FAX.086-522-8048
〒713-8123倉敷市玉島柏島478

隣接する円通寺を訪ねたり、大浴場でご入浴。和洋宴会場でゆったり味わう会席料理。隣接する円通寺を訪ねたり、大浴場でご入浴。和洋宴会場でゆったり味わう会席料理。

良寛和尚修行の地、瀬戸内海を望む宿

ゆったり宴会プランゆったり宴会プランゆったり宴会プランゆったり宴会プラン

集合写真即日仕上1枚660円
オプションオプション

●カラオケ無料
●送迎無料

特 典特 典
●カラオケ無料
●送迎無料

10名様以上で

（　　　　　　　　）概ね片道 1時間まで。
高速道路利用時は実費

※要予約

※要予約

3,850円3,850円3,850円1名様

◆玉島御膳
5,500円5,500円5,500円1名様

◆良寛会席

霞橋リバーサイドGGクラブ霞橋リバーサイドGGクラブ

（税込） （税込）

※飲物料金別途  ※お料理はご予算に応じて承ります。

グラウンドゴルフプラングラウンドゴルフプラングラウンドゴルフプラングラウンドゴルフプラン

4,000円4,000円4,000円1名様

◆玉島御膳
5,600円5,600円5,600円1名様

◆良寛会席
（税込） （税込）

※飲物料金別途

ゴルフプレイ ＋
入浴 ＋ ご宴会
ゴルフプレイ ＋
入浴 ＋ ご宴会

※写真は良寛会席。
　内容は季節ごとに
　変わります。

※写真は良寛会席。
　内容は季節ごとに
　変わります。

●タオル持参で入浴料無料！●タオル持参で入浴料無料！

浅口市みんなで支え合い
〈サポーター登録者〉

年代別 金光地区 鴨方地区 寄島地区 合　計男 性 女 性 男 性 女 性 男 性 女 性
30歳～39歳 0 1 0 0 0 0 1
40歳～49歳 0 1 0 0 0 0 1
50歳～59歳 1 2 0 1 0 0 4
60歳～69歳 0 7 0 6 0 6 19
70歳～79歳 3 23 21 42 6 18 113
80歳～89歳 2 0 2 8 2 2 16

合　計 6 34 23 57 8 26 154

〈活動中のサポーター数〉
男性 女性 合 計

金光地区 2 19 21
鴨方地区 11 20 31
寄島地区 4 9 13
合　計 17 48 65

〈稼働中の利用者数〉
男 性 女 性 合 計

金光地区 3 12 15
鴨方地区 1 12 13
寄島地区 1 7 8
合　計 5 31 36

  〈サービス内容〉
・ごみ出し ・・・・・・・・・・19件
・買い物 ・・・・・・・・・・・12件
・部屋の掃除 ・・・・・・・・・10件
・風呂の掃除 ・・・・・・・・・ 3件
・トイレの掃除 ・・・・・・・・ 2件
・調理補助 ・・・・・・・・・・ 1件

ひろげよう支え合いの輪

登録サポーターの平均年齢
男性 75.8歳　女性 72.4歳

数字で見る生活支援サポーター
（R2.3末現在）
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お達者さん

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

浅口市鴨方町鴨方1647-1（コープ鴨方すぐ横）
TEL･FAX：0865-45-8092ご注文は！！

営業時間  11：00～14：00  17：30～24：00

お持ち帰りできます！

お持ち帰りできます！

お弁当・オードブル・居酒屋メニュー
鶏鍋・鴨鍋・モツ鍋

ご予算に合わせてご用意します！！要予約

地域みんなで子どものために
　県内の小学校教諭を務めていました。私が子ど
もの頃は植物のことなどは最低限の学習内容でし
たが、教員になる頃には、はるかに多い事柄を習
うようになっていて、これはぜひとも学んで自分の
ものにしないといけないと心に決めました。先輩の
教員２人と一緒に植物について採取・観察して一生
懸命調べたものです。初めは植物の名前もなかな
か覚えられなかったのですが、200 ～300くらい
のものを覚えたらその後は段 と々身についていくも
のだと思いました。
　北木小学校から始まった教員生活も、母校であ
る鴨方西小学校で終えることが出来、感慨無量の
ものがありました。その間、保護者、地域が一体
となって「みんなで子どもを育てていく姿」がとて
も印象深かったです。

町家公園の立ち上げ時に園長として
　平成10 年に開園した「かもがた町家公園」の園
長として管理に携わりました。退職した現在も「か
もがた町家塾」の講師として、小学生を対象とした
伝統文化の体験教室を続けています。町家公園に
は伝統植物園がありますが、そこでのボランティア
の下地として「伝統植物愛好会」を設立して、近隣

の山や川岸をめぐって観察や採集の活動をしていま
した。数えで 80 歳の折にはヒマラヤ登山に誘って
頂いて、さすがに最初はお断りしたのですが、「80
歳でも行ける見本になってくれ」と言われ、挑戦す
ることになりました。現地の方を含め、多くの方に
親切にして頂いたので、苦労よりも楽しいことのほ
うが多い５泊６日の登山になりました。

自然観察が何よりの楽しみ
　90 歳を過ぎた今でも、植物について文献を調べ
たり、資料をもとに調査するのが楽しみです。もう
山へ登ることはなくなりましたが、散歩に出かける
時に見つけた草花を調べるのが楽しくて仕方ありま
せん。体調が優れないことも人並みにはあります
が、病気には誰もがなりますから、特に気にしない
ようにしています。まずは一日一歩、自分なりに出
来ることを続けていこうと、自分史をまとめていま
す。まだ平成15 年までしか終わっていないのでま
だまだ先は長いですね。日課の自然観察記録も、
54冊目になりました。次第に日記のようなものも
加わって雑記帳のようにもなっていますが、これか
らも長く続けていきたいと思っています。

お達者さんお達者さんお達者さん

いんたびゅう

山本  敏夫さん（91歳）
鴨方町（小坂東）
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あさくちびと

〈

あ

さ

く

ち

び

と

〉

〈

あ

さ

く

ち

び

と

〉

vol.30渡邉 富士雄さん

（金光町）

災害ボランティアは
「ひとごと」を
「我がこと」に

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

　
取
り
組
む
き
っ
か
け

　

76
歳
の
時
に
故
郷
の
熊
本
で
大
き
な

地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
の

甚
大
な
被
害
状
況
を
兄
弟
か
ら
聞
き
、

ひ
と
ご
と
で
は
な
い
な
と
感
じ
て
、
当

時
募
集
の
あ
っ
た
岡
山
県
社
協
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
バ
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ

の
時
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
は

初
め
て
の
活
動
で
し
た
。
熊
本
県
御
船

町
で
の
活
動
で
し
た
が
、
友
人
も
い
た

の
で
特
別
な
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
台
風
19
号
の
被
災
地
で
も

　

以
来
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

続
け
、
昨
年
に
は
東
日
本
各
地
に
被
害

を
も
た
ら
し
た
台
風
19
号
の
被
災
地
を

支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
に
参
加

し
、
宮
城
県
丸
森
町
や
大
郷
町
で
活
動

し
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
だ
っ
た
店
舗
で
の
家
財
道
具
の
水

洗
い
や
浸
水
し
た
民
家
の
土
壁
を
落
と

す
作
業
、
50
棟
ほ
ど
あ
る
浸
水
し
た
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
保
管
し
て
い
た
稲
わ

ら
を
か
き
出
す
作
業
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
し
ま
し
た
。
現
場
で
は
、
不
慣

れ
な
こ
と
も
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
や
世
代
の
人
と
一
緒
に
活
動
す
る

こ
と
は
楽
し
く
、
作
業
終
了
後
の
達
成

感
は
格
別
で
す
。

　
被
災
地
へ
の
想
い

　

熊
本
地
震
で
の
活
動
は
、
ふ
る
さ
と

と
い
う
こ
と
で
何
と
か
力
に
な
り
た

い
と
思
い
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

元
々
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
被
災
地
で
も

活
動
後
に
は
、「
そ
の
後
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
な
？
行
っ
て
み
た
い
な
」
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
遠
け
れ
ば

実
際
に
行
く
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
こ
と

は
、「
ひ
と
ご
と
」
を
「
我
が
こ
と
」

と
し
て
災
害
や
被
災
地
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
普
段
か
ら
の
心
が
け

　

退
職
後
に
遥
照
山
に
あ
る
木
野
山
神

社
に
登
っ
た
と
こ
ろ
、
参
道
に
大
き
な

松
の
木
が
倒
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ

れ
を
撤
去
し
、
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
始
ま
り

で
、以
来
毎
月
掃
除
に
通
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
は
健
康
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ

と
で
、
い
つ
ま
で
も
活
動
で
き
る
よ
う

に
健
康
に
は
特
に
気
を
つ
け
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
西
日
本
豪
雨
で
は
自
宅
周
辺

も
ひ
ざ
下
ま
で
浸
水
し
ま
し
た
。
災
害

は
時
や
場
所
を
選
ば
ず
い
つ
自
ら
が
被

災
者
に
な
る
か
も
分
か
ら
な
い
た
め
、

避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
な
ど
も
普

段
か
ら
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
活
動
を

　

も
し
今
後
も
災
害
が
発
生
し
、
支
援

が
必
要
な
状
況
が
あ
れ
ば
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
は
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
で
あ
き
ら
め
る

こ
と
は
せ
ず
、
で
き
る
う
ち
は
と
に
か

く
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分

も
い
ず
れ
は
人
の
世
話
に
な
る
側
で
す

の
で
、
そ
れ
ま
で
は
人
の
役
に
立
て
る

こ
と
を
し
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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浅口市社会福祉法人連絡会「かけはし」

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

友 原 餅 店
TEL. 0865-42-2216
浅口市金光町占見新田 361

友 原 餅 店
TEL. 0865-42-2216
浅口市金光町占見新田 361

祝
餅

法
要
餅

赤
飯

ぼ
た
餅

祝
餅

法
要
餅

赤
飯

ぼ
た
餅
等等

お
米
の
持
込
も

　
　可
能
で
す

お
米
の
持
込
も

　
　可
能
で
す

本
格

  

杵
つ
き
餅

本
格

  

杵
つ
き
餅

本
格

  

杵
つ
き
餅

県道60号線

●

里見川里見川

金光幼稚園金光幼稚園
金光小学校金光小学校

県道60号線県道60号線

金光駅金光駅
友原餅店友原餅店

新車販売、中古車販売・買取り、鈑金・塗装、車検・修理、自動車保険

■営業時間 /AM9:00～PM6:00

愛車のことなら何でも
お任せください !!
愛車のことなら何でも
お任せください !!
民間車検工場

オートプロデュース・ブロス
安心と信頼のカーサポート！

〒719-0231 浅口市鴨方町小坂西 3700-2

有限会社 ブロス

TEL (0865)44-1239
FAX（0865）44-1115
E-mail:bros1239.n@gmail.con

浅口市で社会福祉事業を行う社会福祉法人は、このほど「浅口市社会福祉法人連絡会」（愛称「かけ
はし」）を設立しました。８つの法人の得意分野を生かして、地域での公益活動を展開して行くこととな
りました。
　当面は、フードドライブを実施し生活困窮世帯の支援を進めることとなりました。ささやかな活動では
ありますが、制度だけでは解決しない福祉ニーズに対しての支援の輪を広げてゆきたいと考えています。

浅口市社会福祉法人連絡会

か け は し

この助成は、地域の集会所等の備品等を整備することにより、
地域の幅広い世代の居場所としての機能を充実させ、利用を促進させる一助とすることを目的とします。

「居場所づくり」助成します配分事業

助成する団体　浅口市内の集会所等を管理運営する自治組織

対象となる事業
　浅口市内の公会堂等に次の事業のための経費に対して助成
します
　　❶ 健康づくりを推進するための備品等
　　❷ 世代間の交流を促進するための備品等
　　❸ 文化教養を高めるための備品等
　　❹ その他目的達成にふさわしい事業

助成金額
　助成金額は１団体に対して 5 万円
以内とし、審査ののち予算の範囲
内で配分します

問い合わせ先
　浅口市社会福祉協議会
　TEL４４－７７４４
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赤十字活動資金・浅口はるか会

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

フィルム現像できますフィルム現像できます
● 証明写真500円 ●

デジカメプリントデジカメプリント
“福祉あさくちを見た”と言うだけで会員価格に致します！

29円29円

年中
無休

岡山県経営革新法承認企業

プリント
ショップサンタ

デジカメプリント

激安王
デジカメプリント

激安王
デジカメプリント

激安王

天満屋ハピータウン鴨方店２階
　　　　　　　　　（エレベーター横）

営業時間 9:00～20:00
浅口市鴨方町六条院中 2128-1

携帯・ネットで注文OK！
フォトショップサンタ 検索検索

小さな
工事でも
ご相談
ください

浅口のリフォーム屋さんです
新事務所オープン！ お気軽にお立ち寄りください

〒719-0243
浅口市鴨方町鴨方 1164-4
TEL.0865-44-6090
http://www.onokoubou.com

●リフォーム
●バリアフリー
●水廻り
●内装・外装
●お家の修理・メンテナンス

小野工房

活動資金ご協力のお
願い

例年5月に赤十字
会費の集金をさせ

ていただいておりま
すが、

本年はコロナウイル
ス感染防止のため

、

時期をずらしてお願
いします。改めてお

願いいたしますので
、

よろしくお願いしま
す。

　浅口はるか会は目の不自由な方に広報誌の音声訳をしたり、高齢・病気等で文字が読みづらくなら
れた方に音声訳ＣＤを聞いて頂いているボランティア団体です。この講座では、フリーアナウンサーが、
聞き取りやすい発音、発声法や朗読技術などをお教えします。

◦講　　師：大前 栄克（フリーアナウンサー・山陽新聞 カ ルチャー講座講師）
◦講座回数：６回   ◦参　加　費：無料
◦募集人員：10名（先着順、年齢・性別不問）

日　　付 時　　間 場　　所
6 月 10 日 ㈬

10:00 〜 12:00
浅口市健康福祉センター

２階　研修室

7 月 8 日 ㈬
8 月 12 日 ㈬
9 月 9 日 ㈬

11 月 11 日 ㈬
12 月 9 日 ㈬

◦申し込み締め切り：６月３日 ㈬
◦問い合わせ先：社会福祉協議会　☎ ４４−７７４４

浅口はるか会  音訳ボランティア養成講座
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篤志御礼

両腕を体につけて、寒そうに
体を震わせる動作を繰り返す。

指を広げた両手を正面から顔
に近づける動作を繰り返す。

うちわ等であおぐ動作。両手を腹のあたりから、あおる
ように上げる動作を繰り返す。

（
令
和
2
年
3
月
31
日
ま
で
）

　
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
福
祉
事
業
に
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

金
光
町

○
赤
澤
　
弘
之
さ
ん
（
占
見
新
田
）
よ
り

　

亡
母　

宗
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
田
村
　
雅
之
さ
ん
（
地
頭
下
）
よ
り

　

亡
父　

篤
夫
さ
ん
の
香
典
返
し

○
佐
川
　
恒
夫
さ
ん
（
佐
方
）
よ
り

　

亡
父　

敦
海
さ
ん
の
香
典
返
し

○
川
手
　
よ
し
子
さ
ん
（
大
谷
）
よ
り

　

亡
母　

福
江
さ
ん
の
香
典
返
し

○
西
山
　
勝
喜
さ
ん
（
上
竹
）
よ
り

　

亡
父　

悦
夫
さ
ん
の
香
典
返
し

○
小
川
　
道
恵
さ
ん
（
大
谷
）
よ
り

　

亡
父　

善
一
さ
ん
の
偲
び
草

鴨
方
町

○
羽
川
　
幸
彦
さ
ん
（
鴨
方
）
よ
り

　

亡
父　

和
彦
さ
ん
の
香
典
返
し

○
天
野
　
素
平
さ
ん
（
鴨
方
）
よ
り

　

亡
父　

佐
藤　

嘉
明
さ
ん
の
香
典
返
し

○
高
田
　
哲
行
さ
ん
（
六
条
院
西
）
よ
り

　

亡
母　

實
早
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
筒
井
　
富
夫
さ
ん
（
本
庄
）
よ
り

　

亡
父　

進
さ
ん
の
香
典
返
し

○
神
島
　
宏
光
さ
ん
（
小
坂
東
）
よ
り

　

亡
母　

美
智
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
原
　
栄
治
さ
ん
（
小
坂
東
）
よ
り

　

亡
母　

知
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
佐
藤
　
正
吾
さ
ん
（
六
条
院
中
）
よ
り

　

亡
父　

嘉
都
志
さ
ん
の
香
典
返
し

○
井
上
　
聡
さ
ん
（
小
坂
西
）
よ
り

　

亡
父　

秀
明
さ
ん
の
香
典
返
し

市
　
外

○
友
田
　
ト
キ
子
さ
ん
（
岡
山
市
）
よ
り

　

亡
母　

岩
﨑　

キ
ヨ
子
さ
ん
の
香
典
返
し

一
般
寄
付

○
金
光
中
学
校
昭
和
41
年
（
19
期
）

　
卒
業
同
窓
会
よ
り

　

篤
志
寄
付
と
し
て

○
山
田
　
泰
浩
さ
ん
よ
り

　

山
田
恒
子
様
１
０
０
歳
の
お
祝
い
と
し
て

○
貝
畑
　
孝
子
さ
ん
よ
り

　

篤
志
寄
付
と
し
て

○
阿
部
山
東
町
内
会
よ
り

　

手
数
料
寄
付
と
し
て

○
お
か
や
ま
山
陽
高
校
保
護
者
会
よ
り

　

文
化
祭
バ
ザ
ー
の
売
上
よ
り
寄
付
と
し
て

篤
志
御
礼

篤
志
御
礼

西
日
本
豪
雨
災
害
義
援
金 

御
礼

 

（
本
会
受
付
分
）

◯
寄
島
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

◯
お
か
や
ま
山
陽
高
校
保
護
者
会

�

（
敬
称
略
）

手
話
で
「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」「
こ
ん
ば
ん
は
」

が
写
真
で
載
っ
て
い
た
の
で
、
私
も
や
っ
て
み
た
ら
簡
単

に
で
き
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。�（
鴨
方
町
・
藤
沢
さ
ん
）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
っ
て
い
ま
す
。
早
く
終
息
す
る

よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。
あ
た
り
前
の
生
活
は
い
い
も
の

で
す
。�

（
寄
島
町
・
田
中
さ
ん
）

毎
号
楽
し
み
に
拝
見
し
て
い
ま
す
。
社
協
は
、
お
年
寄
り

か
ら
若
い
人
ま
で
幅
広
い
福
祉
事
業
を
し
て
い
る
こ
と
に

感
心
し
て
い
ま
す
。�

（
鴨
方
町
・
藤
本
さ
ん
）

クイズの答えとともに
「福祉あさくち」の感想をお寄せください

⑤

夏

冬

春

秋

大島	道夫さん
（浅口手話サークル「青い鳥」）



社
会
福
祉
法
人
 浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会

昭
和
印
刷
株
式
会
社

発
　
　
行

広
告
代
行

http://w
w
w
.fukushiasakuchi.net

2020.5.1
第
54 号

社
協
だ
よ
り
福
祉
あ
さ
く
ち

社会福祉法人
浅口市社会福祉協議会
□本　　所

□金光支所

□寄島支所

□カニ丸の家

浅口市鴨方町鴨方73
TEL 0865-44-7744

浅口市金光町占見新田751
TEL 0865-42-7308

浅口市寄島町16010
TEL 0865-54-3317

浅口市寄島町16089-17
TEL 0865-54-3113

社協だより社協だより

4コ
マ劇場4コ
マ劇場

福あさ

提供: 鴨方高校マンガ同好会

「 お 花 見 」

今
号
の
紙
面
に
□
で
文
字
を
か
こ
ん
だ
箇
所
が

７
か
所
あ
り
ま
す
。
こ
の
７
文
字
を
な
ら
べ
か

え
て
、
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
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　新型コロナウイルスの拡大防止のため、各種行事や地域の活動
が中止となっています。そのため高齢者は自宅内に引きこもりが
ちとなり、心身の機能の低下が心配されています。
　浅口市社会福祉協議会では、給食サービス利用者や独居高齢者
の会の会員に絵てがみなどを配布するなどして激励しています。

絵てがみで激励コロナに
負けるな

春爛漫の好季節なのに、気分の
晴れない日が続きますね。私た
ちの「絵てがみ」が少しでも気分
転換になれば幸いです。いまは
辛抱の時。頑張りましょうね。

ボランティア「鴨メール」
「ゆめの会」が描く


